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ミレニアム・プロミス・ジャパン鈴木りえこ理事長、後ほどご参加いただきます北岡教授

をはじめ、皆様、本日は、ようこそお越しくださいました。みなさまをお迎えできますこ

とは、私、家族、大使館職員にとりまして、誠に喜びとするところであります。鈴木理事

長は、昨日モザンビークから帰国されたばかりであり、我が国に対する支援を新たにして

くださいました。ここに感謝の意を表します。この大使公邸は、モザンビーク国の一部で

あります。どうぞ、みなさま、今宵はごゆっくりおくつろぎください。鈴木理事長からご

紹介いただきましたが、本日の私の演題は、「モザンビークの現状と日本への期待」です。 

 



 

 

モザンビークが位置するアフリカ南部は、大きな変化を遂げており、マラウイ、南アフリ

カ、アンゴラ、ボツワナといった国々は、２００９年に総選挙を控えております。このよ

うに、アフリカ南部の地域には、民主化が深く根ざしております。モザンビークは、ザン

ビア、マラウイ、タンザニア、ジンバブエ、南アフリカ、スワジランドと国境を接してい

ます。 

 

LOCATION, PEOPLE, LAND AND HISTORY

ÁArea: 801.000 km2

ÁPopulation: 21 million people

ÁEthnic Groups: Macua, Tsonga, Shangana, Sena, 

Ndau, Shewa, Makonde and more

ÁBordering Countries: Tanzania, Malawi, Zambia, 

Zimbabwe, South Africa, and Swaziland.

ÁCapital City: Maputo, former Lourenco Marques

ÁOfficial Language: Portuguese

ÁClimate: Tropical: South - cool and dry; Center -

humid and rainy

ÁReligions: Christians - 40%; Muslims - 25%

 

 

面積は、80 万 1590 平方キロで、現在人口は約 2100 万人。 マクア、ソンガ、シャンガナ、

セナ、ダウ、シェワ、また、黒檀の木彫りの伝統工芸を受け継ぐカーボ・デルガード州周

辺発祥のマコンデといった様々な部族が住んでいます。首都は、マプト（旧称は、ロウレ

ンソ・マルケス）です。公用語は、ポルトガル語ですが、様々な言語が使用されています。

気候については、南部は、涼しく、乾燥しており、中部は、湿気と降雨量が多くなってい



ます。宗教は、キリスト教徒が 40％、イスラム教徒が 25％。 

 

HISTORY OVERVIEW

Á1498: Mozambique was occupied and colonized by the Portuguese

Á1964: Mozambicans started their liberation struggle under the leadership 
of Frelimo

ÁFeb. 3, 1969: Frelimo leader Eduardo Mondlane was assassinated

ÁJune 25, 1975: Mozambique gains its independence

Eduardo Mondlane
Samora Machel

1st President

 

 

モザンビークの歴史の概略ですが、我が国は、ポルトガルの占領下にあり、また、その植

民地でした。数世紀にわたり占領されましたが、1964 年モザンビーク解放戦線（フレリモ）

が独立闘争を展開し始めました。フレリモは搾取的な植民地支配に反対するモザンビーク

人の統一戦線で、闘争を率いた最初の指導者が、エドアルド・モンデラーネでした。米国

で教育を受け、米国人女性と結婚しましたが、1969 年 2 月 3 日にポルトガルの諜報機関に

より暗殺されました。今年は死後 40 周年にあたり、モザンビークの自由獲得のために戦っ

た彼の功績を国中で称える式典があります。モザンビークは、１０年以上にわたる解放闘

争の後、1975 年 6 月 25 日に独立、現在の紙幣に印刷をされている人物で、当時フレリモ

の議長だった、サモラ・マシェルが初代大統領に就任をしました。しかし、独立後、内戦

が勃発しました。 

 



Á1992: General Peace Accord signed between Frelimo 

and Renamo in Rome

Á1993: Japan dispatched PKO to Mozambique

Á1994, 1999, 2004: Multi-party elections

Á2009: Legislative & Presidential elections

Provincial elections

Armando Em lio Guebuza

Current President

 

 

その後、1992 年、政府軍フレリモ（モザンビーク解放戦線）と反政府組織レナモ（モザン

ビーク民族抵抗運動）は、ローマにおいて聖エジディオ共同体の調停のもと包括和平協定

を結び、内戦は終結しました。その際政府を代表して交渉にあたったのがアルマンド・エ

ミリオ・ゲブーザ現大統領です。1993 年、日本は、カンボジアに引き続き、2 度目の国連

平和維持活動をモザンビークで行いました。1994 年、1999 年、2004 年に、複数政党制に

よる選挙が行われました。今年は総選挙の年であり、議会、地方、大統領選挙が控えてい

ます。 

 

10 years ago

Mozambique was one of the poorest countries on

Planet

Today

It is one of the fastest growing economies, at the rate of 
8% of annual growth

Due to:

Áthe sound and progressive policies

Átimely reforms

ÁInternational support, partnership and understanding

ECONOMIC OVERVIEW

 

 

経済分野に関してですが、みなさまご存知の通り、10 年前、我が国は、世界で最も貧しい

国の一つとして知られていました。私どもは、この状況を変えようと努力をしており、今

日では、経済成長率 8％をマークし、世界でも最も早い経済成長を誇っております。ただし



今年については、経済危機により、6.7％程度に落ち着くと予想しております。このような

成長が実現できたのは、堅実かつ前進的な政府の政策、時宜にかなった改革のみならず、

国際社会の支援や協力のおかげであります。 

 

Real GDP Growth Rate (2006Q1 - 2008Q3)
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先ほどお話しましたが、昨年第 3 四半期のＧＤＰは、6.8％であります。これは、2006 年か

ら 2008 年の数値をしめしています。 

 

Exports

ÅAluminium

ÅEnergy

ÅNatural Gas

ÅShrimps

ÅCotton

ÅSugar

ÅTimber

ÅCashew Nuts

ÅShipping Supplies

ÅCashew Kernels

ÅTea

ÅAnd More

 

 

モザンビークの輸出品には、アルミニウム、電力、天然ガス、エビ、綿花、砂糖、木材、

カシューナッツ、梱包用資材、お茶などがあります。わが国の人口の約 80％が農業分野の

従事者であり、依然天候に左右されやすい労働状況です。 

 



MOZAL

Aluminium smelter company

 

 

首都マプート近郊には、アルミ精錬工場モザールがあります。これは、13 億ドルのプロジ

ェクトして始動しました。25％は、三菱商事の所有です。 

 

Imports

ÁAlumina

ÁIndustrial Equipment

ÁVehicles

ÁCooking Oil

ÁCereals

ÁTextiles

ÁFuel

ÁAnd more

 

 

輸入品目には、アルミナ、工業用資材、車両（マプートには、ドバイ経由で輸入される日

本車が多くある。）、食用油、穀物、繊維、燃料などがあります。 



BUSINESS OPPORTUNITIES

IN MOZAMBIQUE

In the year 2009 Mozambique will continue to attract 
foreign direct investments which are crucial for its 
development, especially in the following fields:

Mega Projects

Rice Production

Agriculture

Tourism

Mining

Energy

Social Sector

 

 

モザンビークへの投資機会には、さまざまなものがあります。現在、大規模なプロジェク

トとしては、モアティゼの炭鉱開発や、ナカラ回廊計画があります。また、米の生産、農

業、観光、鉱業、電力、インフラ整備などです。  

 

Mega Projects

ÅCoal 

ÅHydroelectric Dam

ÅNatural Gas Pipeline to South Africa

ÅRefinery

ÅBiofuel

MOATIZE (Tete Province)

 

 

大型石炭プロジェクトであるモアティゼ炭鉱では、採炭事業、水力発電ダム開発、南アフ

リカへの天然ガスのパイプライン敷設、精錬所建設、バイオ燃料の開発などが行われてい

ます。 

 



Nacala Corridor

Japan has already shown 

its interest in 

implementing the Nacala 

Corridor. 

This project will entail the 

improvement of the 

Nacala port, roads, 

railways, airport and 

other facilities of interest 

for countries in the 

region, like Malawi, 

Tanzania and Zambia.

 

 

ナカラ回廊計画には、日本もすでに実施への関心を示しております。マラウイ、タンザニ

ア、ザンビアといった周辺国をつなげる本計画は、ナカラ港、道路、鉄道、空港などの整

備が含まれています。 

 

Rice Production

Mozambique consumes over 439,000 tons of rice per 
year and produces only 230,000 tons of rice.

Japan, under the TICAD commitment and with JICAôs 
support will start a major project for rice production in 
Mozambique.

 

 

米生産についてですが、モザンビーク国民のコメ消費量は、年間 43 万 9000 トンですが、

国内生産量は、年間 23 万トンです。日本は、アフリカ開発会議での支援約束に基づき、独

立行政法人国際協力機構（ＪＩＣA）と協力して、モザンビークでの米生産拡大プロジェク

トを始動します。 

  



Agriculture

Mozambique has 36 million hectares of arable land 

Opportunities:

Á sugar cane plantation for sugar production and ethanol

Á cotton production expansion

Á timber production, processing and forest plantation

Á castor oil extraction

Á cashew nuts plantation

Á cattle breeding and poultry

Á fishing and aquaculture of shrimps, prawns, fish and 
seafood processing

Á agro-industries and fruits processing

Á floriculture for decoration, cosmetics and medicine

 

Sugar Cane Plantation

Aquaculture

 

 

モザンビークには、3600 万ヘクタールの耕作地があります。ここでは、砂糖やエタノール

の生産用のサトウキビの栽培、綿花生産の拡大、木材の生産、加工、森林の保全、ヒマシ

油の抽出、カシューナッツの生産、漁業、養殖、加工、花栽培などが行われています。 

 



Tourism

ÁTourism is developing dynamically ; Mozambique 

received over 1,2 million tourists last year

ÁLast year Mozambique invested $739.9 million

ÁDirect investment is expected

ÁThis sector needs more leisure facilities and equipment

ÁIt also needs more hotels, restaurants, lodges and 

logistics

 

観光分野は、非常に活況を帯びています。昨年は、120 万人の観光客を迎え、7 億 3990 万

ドルの観光収入がありました。直接投資の増加が期待されており、娯楽施設、ホテル、レ

ストラン、宿泊施設などを必要としています。 

 

Gorongoza National Park

 



Mozambique 

Island

 

 

ゴロンゴザ国立公園は、モザンビーク政府と米国カール財団によって運営されています。 

モザンビーク島は、世界遺産として登録されています。日本とユネスコは、この島の保全

に関わっています。 

 

Mining

ÁNatural Gas

ÁRare Metals 

ÁGold and Titanium 
Mines

ÁHeavy Sands

ÁTurmalines

ÁBauxite

ÁCoal

ÁPrecious Stones

ÁMarble

Energy

ÁHydroelectric Resources

Cabora Bassa Dam

 

 

鉱業においては、天然ガス、希少金属、金、チタン、重鉱物砂、トルマリン、ボーキサイ

ト、石炭、貴石などの資源が豊富です。また、カボラバッサダムなど水力資源も豊富です。 

 

 



Social Sector

ÁNew schools

ÁVocational and technical 
schools

ÁPrivate hospitals and clinics

are needed.

Education and research is crucial for the 

development of Mozambique.

 

 

国民の教育は非常に重要です。教育なしには、モザンビークの発展はありません。新しい

学校、職業訓練所、民間の病院や診療所を必要としています。今年、大学への進学候補者

が 24000 人おりましたが、実際に入学できるのは、5000 人のみです。 

 

MOZAMBICAN LAND LAW 

īIn Mozambique the land belongs to the State and may  
not be sold to anybody

īThe land is available for use to anybody including 
foreigners

īMaximum length of concession of the land is 50 
years which is renewable

īThere is legal protection of investment, property, 
rights and other assets

īImports of equipment and raw materials for projects are 
duty free

 

 

土地利用に関する法令についでですが、モザンビークでは、土地はすべて国有で、売却す

ることはできません。しかし、使用することは許されています。土地の使用期限は、基本

的に最長 50 年で、更新も可能です。投資、所有権等の権利は保護されています。ビジネス

に必要な様々な資材や原料の輸入は、非課税です。 

 



What Mozambique Anticipates 

From Japan

ÁTo increase its ODA for Mozambique

ÁTo encourage more and more Japanese 

companies to invest in Mozambique

ÁTo encourage tourists to visit Mozambique

ÁTo send more senior and junior JICA volunteers

ÁTo continue to share its lessons of hard work and

modesty to Mozambicans

 

 

日本に期待することですが、まずは、相互理解です。政府開発援助の増額を期待します。

さらに多くの日本企業による投資を期待します。日本のより多くのシニアや青年ボランテ

ィアにモザンビークを訪れてほしいです。また、勤勉や礼儀正しさといった日本の美徳を

モザンビークに伝えてほしいです。 

 

MAJOR ADVANTAGES OF 

INVESTING IN MOZAMBIQUE

Mozambique is a gateway to Southern Africa

Á Large market (200 million consumers from SADC)

Á Work force is abundant and cheap

Á Water and land are abundant

Á Peace and stability

Á Mechanism for anti-corruption

Á Plenty of incentives designed for new investments and 
industries

Á Good climate

Á Soil conditions are good for agriculture

Á Good ports and harbours

Á Many attractive beaches, safari parks and delicious 
prawns and lobsters

 

 

モザンビークへの投資の利点ですが、我が国は、南部アフリカへの玄関口となっており、 

マプート、ベイラ、キリマネ、ナカラといった整備された港湾があります。南部アフリカ

開発共同体（ＳＡＤＣ）の 2 億人の消費者を考慮にいれると、非常に大きな市場を擁して

いるといえます。豊富で安価な労働力。豊かな水資源と広大な土地。汚職防止の制度が整

い、新たな投資や産業への優遇措置も設けています。農業に適した土壌があり、魅力あふ

れる海岸、サファリパーク、美味なエビやロブスターが豊富です。 



 

最後に、アフリカは日本の市場、技術、投資に応える親密なパートナーに必ずなり得ると

いうことを皆様にお伝えしたいと思います。私たちのこの挑戦に耳を傾けご理解を頂けま

すようお願い致します。 

 

皆様ご静聴ありがとうございました。 

 

Conclusion

Thank You

Domo Arigato Gozaimashita

Muito Obrigado

Kanimambo

 

 


